
会場となった MM21パシフィコ横浜 

第 20回「震災対策技術展」横浜のプログラム表紙 

特別シンポジウム『巨大災害への備え～社会・技術・人～』プログラム 

展示会場の風景         張り切る高知のブース    あちこちで見掛けた『南海トラフ地震』の模式図   想定された南海トラフ地震の震度分布(高知県の HPより) 

東日本大震災から５年後の現実：備忘録ないしは切り抜き帳(その26) 
 

[2016年2月8日(月)] 

○2月4日と5日の両日，横浜MM21地区で開催された“第20回「震災 

 対策技術展」横浜”に参加してきた．このイベントは毎年横浜で  

この時期に開催されるので，ほぼ毎回参加させて頂いているが， 

今回も，震災だけでなく火山災害や水害・土砂災害などあらゆる 

自然災害に関係した250以上の展示ブースと約80のセミナー及び 

シンポジウムがぎっしり組み込まれていたので，実際に見聞する 

ことができたのはそれらの中のごく一部に過ぎなかった． 

 ・特別シンポジウム『巨大災害への備え 

～社会・技術・人～』は右に示すように 

錚々たる講師を集めて行われたが，特に  

高知県知事・尾崎正直氏による「南海ト 

ラフ地震に立ち向かう高知県の挑戦」は 

圧巻であった．オープニングからわずか 

1時間にして，この震災展の主役が“南 

海トラフ地震”と“高知県”であること 

を印象づけたのはさすがであった．パネ 

リストに迎えられた専門家の多くは，豊 

富な話題を準備して登壇したにも関わ 

らず発言時間が10分しか与えられず，話 

す方も聴く方も，欲求不満が蓄積したま 

まにシンポジウムは終了となった． 

 ・セミナー『首都圏を襲う地震とマンシ 

ョン防災』はアマチュアの防災活動グル 

ープが一般市民に向けて，巨大地震と首 

都直下地震の違いに注目しつつ注意喚 

起を試みたものであった．長周期地震動 

の問題点を正しく伝えることは，気象庁 

でさえ未だに上手く対応できておらず， 

アマチュアには荷が重すぎるのではと 

の印象であった．マンションの防災対策 

についても，従来からの指摘事項が繰り 

返されるのみで，最近話題になっている 

高層マンションの長周期地震動への対 

応や，杭の施工不良・データ改竄の問題 

について，マンション居住者がどのよう 

に危機感を持っておられるのか，全く触 

れられていなかったのが残念であった． 



・ほかにも『横浜市の震災対策―東日本大震災後の対策を中心に―』や『阪神淡路20年事業の取り組みとそ 

の成果』など，各地域の自治体が抱えておられる固有の防災対策上の課題について知ることができたのは， 

非常に有益であった．しかし，なにぶんにもセミナーの数は余りにも多すぎた． 

・展示会場の各ブースでは訪問者の呼び込み合戦がすさまじかったが，幾つかのブースで話を聞いてみると， 

災害対策用の設備や災害救助・救出支援用品，非常時通信設備，災害ロボットなど，様々な創意工夫がある 

中で，類似品との競合も激しく，国や自治体，民間企業の防災対策に採用されるか否かと云う切実な問題を 

抱えているようであった．筆者はこれまで展示ブースを，新しいアイデアを求めて，楽しむためだけに訪問 

していたのであるが，この『震災対策技術展』には“震災対策技術”の啓蒙・普及と云う役割の他に“震災

対策ビジネス”と云うもう一つの側面があることを失念していたかも知れない． 

 

[2016年2月9日(火)] 

○2月3日の東京新聞夕刊1面トップに掲げられてい 

た『首相が９条改憲訴え』の記事を見て驚いたと 

云う話を2月6日に紹介したところであるが，本日 

の東京新聞“本音のコラム”によれば，鎌田慧氏 

も同じ記事を見て驚かれたようである．そして同 

氏によれば，他の新聞では大きな記事にならなか 

ったようである．右のコラムの最後の部分「九条 

があるから戦争をしないのではない．殺し合いは 

人間の道に反するから，私たちは戦争はやめよう 

と決意したのだ．殺し合いをするために憲法を変 

えるのは，人権主義に反する，あべこべなのだ．」 

については，全く同感である． 

 

[2016年2月10日(水)] 

○今朝の東京新聞第２面には，高市早苗総務相，丸 

川珠代環境相，島尻安伊子沖縄北方担当相の３閣 

僚が揃い踏みで俎上に上がっていた．先日の稲田 

朋美政調会長も含めると４人になるが，安倍政権 

の主要ポストを占めるこれらの女性閣僚のレベ 

ルの低さにはがっかりさせられる．そこのところ 

を『女性が輝く党』と皮肉る斎藤美奈子の鋭さに 

は，毎度のことながら敬服させられている．閣僚 

のレベル低下は，なにも女性閣僚に限った話では 

ないのかも知れず，これで何故，安倍政権の支持 

率が下がらないのか，その理由(カラクリ)を知り 

たいものである．  

 

[2016年2月11日(水)] 

○今朝の竹田茂夫氏の本音のコラムの主題は，福島 

第一原発事故を受けて，ドイツのメルケル政権は 

即座に脱原発に舵を切ったのに，日本はどうしてそれができないのか，についてであった．同氏のまとめの 

部分を引用させて頂くと「過酷事故のリスクに目をつぶり，情報操作の形でしか国民とかかわれない原発の 

権益集団は両国に共通する．ただ，著者(J.ラートカウ他)によれば，日本の原子力ムラには核武装のオプシ 

ョンを残しておきたいという暗黙の了解があるのに，ドイツの支配層にはその野心がない点が異なるという．」 

だそうである． 

○本日2月11日は建国記念日，昔で云う紀元節(神武天皇の即位記念日)であるが，そのことと関係あるのかどう 

か，東京新聞“平和の俳句”『センソートカ，ナニヤッテンノ？サルイチドウ』が解説文共々面白かった． 

 

2016年2月11日   文責：瀨尾和大 


